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4、あすの西多摩を支える、ひと・組織の育成・活用

現状と課題

1、西多摩地域には、地域に根づき、地元の人々によって伝承される、祭や様々な郷土芸能が数多く残されています。
また、国が指定する、伝統工芸ひんや工芸技術等の文化資源もあり、文化的に高いポテンシャルを有しています。西多摩の伝統文化を後世に引き継いでいくために、郷土芸能などの普及・継承を推進していく担い手を育成する必要があります。

写真、国指定伝統的工芸ひん、「村山おおしま紬」（瑞穂まち）
写真、と指定無形文化財、「ぐんどうがみ」（あきる野市）
写真、まち指定無形民俗文化財、「玉の内の獅子舞」（日の出まち）

2、人口減少社会において、全ての住民サービスを自治体だけで提供し続けていくことは困難です。持続可能な行政サービスの提供を確保するために、限られた地域資源を有効に活用する必要があります。民間企業や地域コミュニティ等との連携を図り、西多摩地域での安全・安心・快適な暮らしを支えていくことが求められています。

3、人口減少、しょうし高齢化が進む中、地域の活力を維持していくためには、子育て環境に優れ、高齢者が安心して暮らせるまちづくりが必要となります。
また、しょうし高齢化による超高齢社会においては、健康の維持や増進、生きがいづくり、地域コミュニティの活性化などに幅広い効果を有する、スポーツを通じた地域活性化も重要です。
さらに、eスポーツ等を活用し、高齢者や障がいのある人など、全ての人が分け隔てなくスポーツを楽しめる社会を実現するなど、住民一人ひとりのウェルビーイングを高める取組を推進していくことも大切です。

写真、行政圏スポーツ大会、スポーツフェスタ
以上

これまでの主な取組
1、西多摩地域広域行政圏スポーツ大会の開催
2、道路橋梁合同模擬点検の開催
3、多摩の子・多摩子ども詩集の作成
4、医療介護関係者研修の開催
5、女性活躍推進セミナーの開催
以上
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広域連携の目標

大項目
広域でひと・組織を育成し、地域で活用する

ちゅう項目
1、医療・介護・福祉など、様々な分野において、地域課題の解決や、活性化の担い手となる、ひと・組織を、広域連携のもとで育成し、相互に活用する。
2、未来の西多摩を担う、たくましい子どもを地域・社会全体で育てる。
3、安定的で持続的な行政サービスの供給体制を構築する。
以上

広域行政圏の取組

エスディージーズの視点では、次の目標に取り組む。
目標1、貧困をなくそう
目標4、質の高い教育をみんなに
目標5、ジェンダー平等を実現しよう
目標10、人や国の不平等をなくそう
目標11、住み続けられるまちづくりを
目標16、平和と公正をすべての人に
目標17、パートナーシップで目標を達成しよう
以上

施策4の1、人材を育成する
まる1、各種研修等の実施
まる2、多摩の子・多摩子ども詩集の作成
まる3、市民後見人の養成を推進

[bookmark: _Hlk238713760]今後5年間の主な取組例
まる1の1、道路橋梁合同模擬点検の継続実施
まる1の2、医療介護関係者研修の継続実施
まる2の1、多摩の子・多摩子ども詩集の継続作成
まる3の1、市民後見人の養成に向けた取組を検討

施策4の2、子育てを支援する
まる4、子育て環境の整備

今後5年間の主な取組例
まる4の1、安心して子育てできる支援サービスの広域連携に向けた調査研究

施策4の3、地方分権改革で課題解決する
まる5、地方分権改革に伴う権限移譲の活用

今後5年間の主な取組例
まる5の1、広域連携による事務権限移譲・規制緩和等、国への提案

施策4の4、スケールメリットを生かす
まる6、行政運営の改善の取組

今後5年間の主な取組例
まる6の1、行政運営のシステム化、共同化、業務包括発注等を検討

施策4の5、地域コミュニティと連携する
まる7、スポーツを通じた地域活性化

今後5年間の主な取組例
まる7の1、西多摩地域広域行政圏スポーツ大会の継続開催

施策4の6、地域共生社会を目指す
まる8、た文化共生への取組

今後5年間の主な取組例
まる8の1、広域連携によるた文化共生施策の検討
以上

ちゅう・長期的に取り組む検討課題
1、公的住宅や空き家を活用した、「地域コミュニティ」の創造
2、広域連携による学校以外の学びの場・体験の場の整備
3、文化交流事業の実施
以上
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構成市町村の取組

地方創生に関連する取組としては
1、人材育成・人材交流の推進
2、女性活躍の推進、キャリアアップ支援
3、芸術・文化・スポーツ活動の推進
以上

連携・協調の取組（可能性の例示）としては
1、広域的に活躍できる人材の育成
2、人材情報の整理・登録と、広域的な相互活用
3、西多摩住民の交流イベント
4、事務の共同処理、共同委託
以上

関連の深い基本的な施策（例示）としては
1、人材の育成と連携
2、教育の振興
3、文化の振興
4、スポーツ・レクリエーションの振興
5、国際化の推進
6、地域コミュニティの振興
7、た文化共生社会の構築
以上

5年間のロードマップ

施策4の1、人材を育成する
まる1の1、道路橋梁合同模擬点検の継続実施については、令和8年度から令和12年度まで、毎年実施する。

まる1の2、医療介護関係者研修の継続実施については、令和8年度から令和12年度まで、毎年実施する。

まる2の1、多摩の子・多摩子ども詩集の継続作成については、令和8年度から令和12年度まで、毎年実施する。

まる3の1、市民後見人の養成に向けた取組を検討については、令和8年度から令和12年度まで、毎年実施する。

施策4の2、子育てを支援する
まる4の1、安心して子育てできる支援サービスの広域連携に向けた調査研究については、令和8年度と令和9年度に情報収集、令和10年度に実施、令和11年度と令和12年度に情報収集を行う。

施策4の3、地方分権改革で課題解決する
まる5の1、広域連携による事務権限移譲・規制緩和等、国への提案については、令和8年度から令和12年度まで、毎年情報収集を行う。

施策4の4、スケールメリットを生かす
まる6の1、行政運営のシステム化、共同化、業務包括発注等を検討については、令和8年度から令和12年度まで、毎年情報収集を行う。

施策4の5、地域コミュニティと連携する
まる7の1、西多摩地域広域行政圏スポーツ大会の継続開催については、令和8年度から令和12年度まで、毎年実施する。

施策4の6、地域共生社会を目指す
まる8の1、広域連携による、た文化共生施策の検討については、令和8年度に情報収集、令和9年度に実施、令和10年度から令和12年度まで情報収集を行う。
以上
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西多摩地域の歴史・文化・伝統

[bookmark: _Hlk238716934]青梅市、写真1、塩船かんのんじ
写真2、青梅大祭
写真3、吉川英治記念館

福生市、写真1、田村酒造じょう
写真2、石川酒造
写真3、せいがん院

羽村市、写真1、玉川兄弟の像
写真2、まいまいず井戸
写真3、旧下田家住宅
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あきる野市、写真1、秋がわ歌舞伎
写真2、二宮神社秋季例大祭
写真3、旧いちくら家住宅

瑞穂まち、写真1、こうしんかん
写真2、つるし飾り
写真3、いしはたじゅうまばやし

日の出まち、写真1、春日神社・はちまん神社例大祭
写真2、日の出山荘　天心亭
写真3、どんど焼き

檜原村、写真1、かみもとごう・もとしゅくのかんだばやし
写真2、旧高橋家住宅
写真3、かしわぎの じんだい神楽

奥多摩まち、写真1、おごうちの鹿島踊
写真2、かんにわの神楽
写真3、獅子舞
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西多摩地域の文化・伝統芸能

1、青梅大祭（青梅市）

青梅大祭は、青梅市住江町にある住吉神社の氏子である5町（住江町、本町、仲ちょう、かみちょう、森下町）で、だしを引いたことが始まりです。
現在は、滝ノうえ町、おおやな町、あまがせ町、うらじゅく町、西わけ町、勝沼町、日向和田も加わり、12台のじゅんこうとなっています。
華やかな衣装でだしを先導する、拍子ぎと、てこまい、威勢のいいお囃子、だしが行き交う際の競り合いは、青梅大祭ならではの見どころです。
なお、当初の5町の人形とその衣装は、「青梅市指定有形民俗文化財」に指定されており、青梅大祭は地域の人々によって、大切な伝統行事として受け継がれています。

写真1および2、500年を超える歴史を受け継ぐ「青梅大祭」
以上

2、下平井の鳳凰の舞（日の出まち）

下平井の鳳凰の舞は、平成18年に、国の重要無形民俗文化財に指定され、令和4年には、「風流踊」のひとつとして、ユネスコ無形文化遺産に登録されました。日の出まち、しも平井地区に伝わる民族芸能で、古くは雨乞いや悪疫退散を願って舞ったといわれています。江戸の要素を含む「やっこの舞」と、上方の「鳳凰の舞」のふたにわで構成され、鳳凰の冠や踊りかたなど、全国的にもあまり類例のない貴重な民俗芸能です。毎年、9月の29日に近い土日に行われる春日神社例大祭で、舞が奉納されています。
まちに伝わる貴重な文化として、地元の人々の手によって、伝統を守りながら大切に伝承されています。

写真1、小学生らの子ども達が舞う、「やっこの舞」
写真2、元は雨乞いの舞だった、「鳳凰の舞」
以上
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